
阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

70
回
目
の
８
月
15
日 

～

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）
３
月
14
日
、
椿
泊

に
米
軍
機
焼
夷
弾
投
下
に
よ
る
山
火
事
で
、
民
家

７
戸
が
全
焼
し
ま
し
た
。
６
月
16
日
、
米
軍
艦
載

機
が
伊
島
沖
で
操
業
中
の
漁
船
を
襲
撃
し
、
３
人

が
即
死
。
漁
船
は
沈
没
。

　

７
月
30
日
に
は
同
じ
く
米
軍
艦
載
機
が
那
賀
川

鉄
橋
の
列
車
を
銃
爆
撃
し
、
死
傷
者
30
人
を
超
え

る
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
、
グ
ラ
マ

ン
機
が
橘
町
を
空
襲
、
機
銃
掃
射
に
よ
り
日
本
海

軍
施
設
部
橘
事
務
所
の
女
子
事
務
員
１
人
が
死
亡

し
ま
し
た
…
。
こ
れ
は
敗
戦
直
前
の
阿
南
市
の
戦

争
被
害
の
一
部
で
す
。

　

去
る
６
月
27
日
、
阿
南
市
戦
没
者
追
悼
式
を
執

り
行
い
、
ご
遺
族
の
方
々
と
共
に
３
１
４
１
柱
の

御
霊
を
お
慰
め
し
ま
し
た
。
日
本
遺
族
会
の
調
査

に
よ
る
と
、
先
の
大
戦
に
よ
る
夫
を
亡
く
し
た

方
々
の
平
均
年
齢
は
97
～
98
歳
。
遺
児
の
平
均
年

齢
も
70
歳
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
戦
争

の
悲
惨
さ
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
ゆ
え
ん
で

す
。

　

近
現
代
史
で
は
、
日
清
戦
争
は
開
戦
か
ら
講
和

ま
で
９
カ
月
。
日
露
戦
争
は
開
戦
か
ら
日
本
海
海

戦
の
勝
利
ま
で
１
年
５
カ
月
で
し
た
。
そ
れ
に

比
し
て
、
太
平
洋
戦
争
は
満
３
年
と
９
カ
月
で
、

最
初
の
６
カ
月
間
だ
け
優
位
性
を
保
っ
た
だ
け

で
、
あ
と
は
防
戦
一
方
で
し
た
。
敗
戦
後
、
か

つ
て
な
い
民
族
的
閉
塞
感
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し

た
が
、「
強
い
人
間
は
逆
境
の
時
、
敗
れ
た
時

に
こ
そ
立
ち
上
が
る
気
力
を
持
つ
も
の
で
あ

る
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
、
日
本
人
の
勤
勉
さ

と
性
根
は
今
日
の
日
本
の
復
興
を
も
た
ら
し
た

と
思
い
ま
す
。

「
平
和
は
富
を
作
り
、
富
は
慢
心
を
生
み
、
慢

心
は
戦
争
を
起
こ
し
、
戦
争
は
貧
困
を
も
た
ら

し
、
貧
困
は
謙
虚
さ
を
生
み
、
そ
の
謙
虚
さ
が

再
び
平
和
を
も
た
ら
す
」
ヨ
ハ
ン
・
ガ
イ
ラ
ー　

ド
イ
ツ
の
学
者
（
１
４
４
５
～
１
５
１
０
）

　

阿
南
市
の
人
口
７
万
５
７
８
９
人
の
う
ち
、

70
歳
以
上
は
１
万
６
２
０
６
人
（
21
・
38
％
）

で
、
市
民
の
８
割
が
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
で

す
。
平
和
の
尊
さ
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、「
い
つ
ま
で
も
い
つ
も
八
月
十
五
日
（
俳

人　

綾
部
仁
喜
）」。

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
金
２
億
円

日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
　
代

表
取
締
役
　
小
川
裕
義
様
か
ら

就
学
前
児
童
お
よ
び
就
学
児
童

を
対
象
と
す
る
子
育
て
支
援
施

策
充
実
の
た
め
の
資
金
と
し
て

阿
南
市
内
小
・
中
学
校
へ

●
月
刊「
た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
」

２
０
１
５
年
６
月
号　
川
の
ホ

タ
ル　
森
の
ホ
タ
ル　
76
冊

日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
様
か
ら

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
５
万
７
０
４
２
円

見
能
林
町
　
翔
カ
ラ
オ
ケ
愛
好

会
　
代
表
　
白
浜
和
子
様
か
ら

第
22
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡

シ
ョ
ー「
あ
じ
さ
い
の
宴
」に
お

け
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
地

域
福
祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て

●
金
一
封

大
潟
町
　
故
・
薩
摩
　
茂
様
の

ご
遺
志
に
よ
り
、
社
会
福
祉
事

業
運
営
基
金
と
し
て

　
以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

負担限度額申請　　　　　　
介護保険施設（ショートステイを含む）の居住費・食費の負担
軽減につきましては、市民税非課税世帯（別世帯の配偶者を含
む）で預貯金等の金額が1,000万円以下（ご夫婦の場合は2,000
万円以下）の方が対象となります。現在交付の認定証の有効期
限は平成27年７月31日までとなっています。

利用者負担割合の見直し　　
一定以上の所得（本人の合計所得が160万円以上で、同一世帯
の第１号被保険者の年金収入＋その他の合計所得金額が単身世
帯で280万円以上、２人以上世帯で346万円以上）のある方の
利用者負担が２割になります。介護認定をうけられている方全
員に負担割合（１割または２割）を記載した「介護保険負担割
合証」をお送りします。

高額介護サービス費の見直し
現役並みに所得がある方について、同じ月に支払った利用者負
担額の上限額が44,400円に変わります。

問い合わせは　介護・ながいき課（☎22−1793）へ

平成27年８月から
介護保険制度が変わります
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